
2025年度　大学院授業アンケート

文学研究科・人間社会研究科

◆この授業はどのような形式でしたか。

教員の講義を中心とする形式 24.4% 履修者 149

学生の発表を中心とする形式 22.2% 回答者 45

ディスカッション、対話による指導を中心とする形式 20.0% 回答率 30.2%

以上を複合した形式 33.3%

◆授業評価アンケート

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

１．シラバスはわかりやすかった。 88.9% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0%

２．授業のために十分な予習、復習を行った。 68.9% 24.4% 4.4% 2.2% 0.0%

３．授業には意欲的、積極的に取り組んだ。 75.6% 22.2% 2.2% 0.0% 0.0%

４．授業、研究指導は自身の研究の遂行に役立った。 68.9% 28.9% 2.2% 0.0% 0.0%

５．全体として授業、研究指導に満足している。 97.8% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0%

◆意見や要望（研究設備・研究環境・研究支援等を含む）

・文学を通して、苦手意識のあった英語にも前向きに取り組むことができました。ありがとうございました。
・先生はいつも丁寧にわかりやすく説明してくださいます。知識も豊富で話を聞いていてとても勉強になります。授業も楽しく、もっと勉強したいと思える内容でした。
・知識が豊富で、とても楽しく授業を受けさせていただきました。また私は中国に関する知識がありませんでしたが、分かりやすく説明してくださいました。
　シラバスの内容も私に合わせて柔軟に対応してくださり感謝しております。自分の研究内容を発表した際も色々アドバイスをいただき参考にさせていただきました。
・自分の専門分野ではなく知識もないので不安でしたが、分かりやすく説明してくださいました。
　また先生はとても優しく、発表内容のことで質問した際も色々アドバイスをくださり、発表を通して江戸文学についてとても興味を持つことができました。
　自分の研究について発表した際も、沢山アドバイスをいただきました。ありがとうございます！
・修論に役立てます。
・発表資料を作る過程で資料を読み込む力がつき、自分の研究テーマに直接関わらない内容からも、研究全体で考えるべき視点を学ぶことができました。
　受講する人数が少ないと課題が多く大変でしたが、自分の力が確実についたと感じています。ありがとうございました。
・授業の題材は難しい内容ではありましたが、内容としても知らないことばかりでとても興味深く、自分の知識や価値観を広げることができました。
　また難しい点は、先生が例として実際のものを使ったり色々聴かせたりして説明してくださったので、とても分かりやすく、そして楽しい授業でした。
　先生はとても知識が豊富で、話を聞いていてとても楽しいです。
・近代文学が専攻でない学生に合わせて、読みやすく、また学生の専攻に関わる題材を授業で取り扱ってくださいました。
　知識も豊富で頭が良く、先生の話を聞くのはとても楽しいです。いつも学生が出す意見に対して否定せず、ヒントを出しながら重要なポイントを引き出し、
　うまく導いてくださいます。題材を読むだけでも楽しいですが、先生の授業の中で、その題材をより奥深く、何倍も楽しむことができます。
　1年半、とても勉強になりましたし、とても楽しかったです。ありがとうございました。
・一回一回の授業が楽しく、先生から日本語教師として大切なことを沢山教えていただきました。留学生を交えての授業もあり、実際に留学生の日本語に触れられる機会も
　あります。先生はとても知識が豊富でわかりやすく説明してくださるので、とても勉強になります。来年の授業も楽しみです。
・江戸や明治の文学についてあまり触れたことがなく、最初は難しいと感じましたが、先生が優しく教えてくださり、質問に対してもとてもわかりやすく
　丁寧に答えてくださいました。発表も色々調べる中で楽しさを見出すことができ、言葉の変遷についてもとても勉強になりました。１年間、ありがとうございました。
・学生の意見も聞きながら授業の進め方のベストな形をとってくださいました。とても学びやすい環境でした。
・中国の歴史や文学に関して全く知識がありませんでしたが、先生が分かりやすく、とても楽しく話してくださり、とても興味深く学ばせていただきました。
　先生は知識も豊富で授業もわかりやすく、学生の研究や進み具合も考慮しながら授業を進めてくださるとても優しい先生です。１年間、本当にありがとうございました。
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◆授業改善に関する報告

アンケートの回答率が30.2％と、昨年度一昨年度よりも低かったのは問題であろう。回答率を上げるべく、時期が来たら注意喚起すべきであろう。
設問1で、シラバスのわかりやすさが示されたのはよかった。授業内容をなるべく具体的に示すべきであろう。設問5に対する回答で「とてもそう思う」が97.8％と異常に高くなったのは、いささ
か疑問である。なぜなら設問4に対する「とてもそう思う」が68.9％に留まっているからである。本当の満足度はここに表れると考えられるが、この数値はここ数年で最も低く、問題であろう。学
生の研究遂行に役立つよう、ある程度要望に応じた授業をするべきかと考える。学生からの意見や要望については、大学院生にしてはやや幼なさが感じられ、教員の指導を褒め称える様な記述が
多く、あまり意味がないように思われる。もっと自分の研究に即して有意義な授業のあり方を提言するような意見が求められる。設問2、3は学生自身の自覚の問題だが、授業時間やその前後に。
自主的かつ積極的な学修の取り組みを期待したい。そして、それに応えるべく教員も授業準備をきちんとすべきであろう。
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